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平
成
28
年
度
甲
佐
町
産
業
文
化
祭

郷
土
の
豊
か
な
実
り
と
文
化
の
薫
る
秋
の
祭
典

実
り
を
喜
び
文
化
を
楽
し
む 

彩
り
豊
か
な
秋
の
イ
ベ
ン
ト

　
11
月
６
日
（
日
）
平
成
28
年
度
甲
佐

町
産
業
文
化
祭
が
、
町
役
場
、
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
、
上
益
城
農
業
協
同
組
合
、
甲
佐

町
商
工
会
、
甲
佐
町
文
化
協
会
の
共
催
。

　
町
役
場
ろ
く
じ
館
側
駐
車
場
で
は
特

設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
農
業
祭
・

商
工
祭
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
甲

佐
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
ミ
カ
ン

の
つ
か
み
取
り
、
本
町
特
産
の
ニ
ラ
を

使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
、

ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
、
産
業
文
化
祭
恒
例

の
も
ち
投
げ
や
農
産
物
即
売
会
、
大
抽

選
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
大
盛
況
。
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
は
、
竜

野
保
育
園
児
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
も
行

わ
れ
、
会
場
か
ら
は
温
か
い
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
商
工
品
の
展
示
即
売
な

ど
の
模
擬
店
も
出
店
。
緑
川
流
域
４
町

●産業文化祭の各会場では、農産物・加

工品の展示やステージ発表、文化作品の

展示などがありました。町役場ろくじ館

側駐車場の特設ステージでは各種イベン

トが開催され、バナナのたたき売り、ニ

ラ飛ばし大会などを実施。緑川流域の特

産品が並ぶ飲食ブースなども多くの来場

者でにぎわいました。

農業祭部門の表彰式を開催
　町生涯学習センター・ホールでは、農業

祭部門の表彰式が開催されました。

　町内で生産された農産物や加工品の中か

ら、県上益城地域振興局および上益城農業

協同組合が品質や見た目などの項目で審査。

入賞した果樹や野菜の生産者などが表彰さ

れました。

●農業祭部門最優秀賞受賞者

▲

果樹の部　遠山敏勝さん（西寒野区）

▲

野菜の部　佐藤優子さん（上早川三区）

▲

ニラ（野菜）の部　緒方紀昭さん（糸田区）

▲

花きの部　溜渕武雄さん（早川区）

▲

普通作の部　緒方豊子さん（糸田区）

▲

農産物加工品の部　園田弘子さん（上早

　川二区）

▶
農
業
祭
部
門
の
受
賞
者
と
（
写
真
左
）
と

　
受
賞
式
の
様
子
（
右
）
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の
特
産
品
が
並
ぶ
物
産
フ
ェ
ア
、
町
内

の
生
産
者
な
ど
が
栽
培
し
た
農
産
物
や

調
理
し
た
加
工
品
な
ど
の
展
示
や
、
搾

り
た
て
牛
乳
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
お
に

ぎ
り
の
引
き
換
え
会
、
１
，
０
０
０
人

ニ
ラ
鍋
の
販
売
、
上
益
城
消
防
本
部
に

よ
る
救
助
工
作
車
な
ど
の
見
学
会
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
体
力
測
定
、

血
圧
と
血
管
年
齢
測
定
会
な
ど
も
開
催

さ
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
の
特
産
品
が
当
た
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
多
く
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
文
化
祭
に
は
、
甲
佐
町
文
化
協
会
の

50
団
体
が
参
加
。
同
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
モ
ー
ル
な
ど
で
は
、
絵
画
や
、

水
墨
画
、
書
道
、
陶
芸
、
写
真
、
生
け

花
、
川
柳
、
短
歌
、
肥
後
狂
句
な
ど
の

文
芸
作
品
、
木
工
品
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

な
ど
の
手
工
芸
品
を
多
数
展
示
。
来
場

者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
作
品
を
ゆ
っ

く
り
と
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
は
、
文
化

祭
発
表
会
を
開
催
。
謡
曲
や
詩
吟
、
大

正
琴
、
オ
カ
リ
ナ
、
コ
ー
ラ
ス
、
日
舞
、

洋
舞
、
相
撲
甚
句
な
ど
約
２
０
０
人
が

ス
テ
ー
ジ
発
表
し
、
会
場
に
大
き
な
拍

手
が
響
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
５
日
（
土
）
に
は
、
甲

佐
町
音
楽
教
育
連
盟
に
よ
る
発
表
会

「
わ
か
あ
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
開
催
。

保
育
園
児
や
小
・
中
学
生
に
よ
る
ピ
ア

ノ
の
演
奏
や
講
師
に
よ
る
演
奏
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。

●町生涯学習センターのギャラ

リーモールなどには、文化祭の展

示作品が並びました。また、同

ホールでは、文化協会所属団体な

どによる発表会が開催され、相撲

甚句（写真左）や日舞（下）、洋

舞などが披露され、たくさんの人

が文化の秋を楽しみました。
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【
功
労
者
説
明
】
功
労
の
表
彰
分
野
、
功
労
者
氏
名
、
行
政
区
、
表
彰
に
該
当
す

る
と
認
め
ら
れ
た
経
歴
お
よ
び
功
績
な
ど

大森 隆盛さん
〔上早川二区〕

町農業委員会委員、町
民生委員・児童委員、
町嘱託員、町固定資産
評価委員

上野 浩信さん
〔横田区〕

町消防団長、町消防副
団長

自
治
功
労

伴 政次さん
〔麻生原区〕

町民生委員・児童委員、
町嘱託員、乙女地区
ゲートボール協会会長

特
別
功
労

特
別
功
労

高崎 学さん
〔八丁区〕

町体育指導委員、甲佐
中野球部監督、白旗小
野球部監督、甲佐町バ
レーボール協会会長

村上 諫さん
〔下豊内区〕

甲佐小いけ花クラブで
の指導。小学生への野
菜作り指導、町役場で
のいけ花の展示など

ス
ポ
ー
ツ
功
労

松永 憲二さん
〔岩下一区〕

町民生委員・児童委員

福
祉
功
労

感
謝
状

平
成
28
年
度
甲
佐
町
功
労
者
の
受
賞
者

▲表彰者を代表して謝辞を述べる高崎さん

福祉、スポーツ、自治、特別功労の功績をたたえて



Public Relations KOSA
December 20165

■
国
民
健
康
保
険
の
資
格
変
更

　
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
を

■
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な

　
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
被
扶
養
者
の
範
囲

①② 

①
▼
被
扶
養
者
の
年
収
の
目
安

①② 

■
所
得
の
申
告
は
申
告
期
間
に

　
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTEL

国民健康保険加入届 国民健康保険脱退届

届け出が必要な場合 社会保険を脱退した場合 社会保険に加入した場合

手続きに必要なもの

・社会保険を脱退した証明書
（離職票・資格喪失証明書・雇
用保険受給資格者証など）
・印かん

・社会保険被保険者証
・国民健康保険被保険者証
　（今まで使用していたもの）
・印かん

手続きが遅れると…

社会保険の資格喪失日まで、さか
のぼって課税され、高額な国民健
康保険税が発生する場合がありま
す。

国民健康保険税が課税され
たままで、社会保険料と両
方納めている状態になりま
す。

■国民健康保険の資格の変更時に必要な手続き

社
会
保
険
の
資
格
変
更
が
あ
っ
た
ら
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

12
月
は
国
民
健
康
保
険
制
度
の
適
用
適
正
化
月
間
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10
月
23
日
（
日
）
平
成
28
年
度
甲

佐
町
球
技
大
会
が
、
町
内
各
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
佐
町
体
育
協
会
、
町
、
町
教
育

委
員
会
が
主
催
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ア

ジ
ャ
タ
、
ゴ
ル
フ
の
４
競
技
に
約

２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
合
成
績
は
、
３
競
技
を
制
し
た

甲
佐
地
区
が
総
合
優
勝
を
飾
り
、
２

位
は
竜
野
地
区
、
３
位
は
乙
女
地
区

で
し
た
。
種
目
別
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
男
子
は
岩
下
二
区
チ
ー

ム
、
女
子
は
緑
町
チ
ー
ム
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
甲
佐
Ａ
チ
ー
ム
、

ア
ジ
ャ
タ
は
乙
女
Ａ
チ
ー
ム
、
ゴ
ル

フ
は
竜
野
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
ま
し
た
。

　10月18日の「統計の日」を記念して、長

年にわたって農家経営統計調査に協力した緒

方秀壽さん（糸田区）に、農林水産大臣から

感謝状が贈呈されました。

　農家経営統計調査は、農業生産物を販売す

る農家の農業経営収支などの動向を明らかに

し、農政の資料を整備することを目的に実施

される統計調査で、農林水産省が実施。

　緒方さんは、５年にわたって同調査に協力。

その功績をたたえて、同省大臣から感謝状が

贈呈されました。

寄席で甲佐を笑顔に　　
10月24日（月）甲佐町復興支援寄席

総合優勝は甲佐地区　　
平成28年度甲佐町球技大会

統計調査協力に感謝状　
緒方秀壽さん（糸田区）に農水省が贈呈

▼町生涯学習センターで開催された復興寄席で落語を披露する柳家小太郎さん

▲農林水産大臣からの感謝状を受け取った緒方さん

▼

甲
佐
町
球
技
大
会
で
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
甲
佐
地
区

　
10
月
24
日
（
月
）
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
「
甲
佐
町
復
興
支
援

寄
席
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
が
主
催
。
は
な

し
家
の
柳
家
小
太
郎
さ
ん
、
春
風

亭
一
蔵
さ
ん
、
太
神
楽
の
翁
家
和

助
さ
ん
が
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

本
町
を
芸
で
元
気
づ
け
る
た
め
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
寄
席
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
春
風
亭
一
蔵
さ
ん
に
よ
る
古
典

落
語
「
天
狗
裁
き
」
は
、
昼
寝
を

し
て
い
た
亭
主
を
女
房
が
起
こ
し

「
ど
ん
な
夢
を
見
て
い
た
」「
夢
な

ん
か
見
て
い
な
い
」
の
夫
婦
げ
ん

か
が
天
狗
の
裁
き
ま
で
発
展
し
て

し
ま
う
は
な
し
を
身
振
り
手
振
り

を
交
え
て
披
露
。
翁
家

和
助
さ
ん
に
よ
る
番
傘

を
回
し
て
そ
の
上
に
物

を
乗
せ
る
な
ど
の
太
神

楽
で
は
、
決
め
の
ポ
ー

ズ
に
大
き
な
拍
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。

　
古
典
落
語
「
紺
屋
高

尾
」
を
演
じ
た
柳
家
小

太
郎
さ
ん
は
、
染
物
屋

の
職
人
が
花
魁
（
お
い

ら
ん
）
の
最
高
位
・
高

尾
太
夫
に
惚
れ
て
つ
い

に
結
婚
す
る
ま
で
を
、

一
人
何
役
も
こ
な
し
聴

き
手
の
想
像
力
を
か
き

立
て
る
は
な
し
で
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
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　11月６日（日）町生涯学習センター・ホールで、

平成28年度緑川環境教育啓発作品表彰式が開催

されました。

　同コンクールは、郷土を流れる緑川への思いや

願いを作品にすることで、環境を大切にする心を

育てることを目的に、町教育委員会が主催。３部

門で募集し、「みどり川の絵」の部に241点、「緑

川環境美化標語」の部に235点、「環境にやさし

い知恵袋」の部に79点の応募がありました。

　表彰では、蔵田勇治町教育長から各部門の特選

受賞者に賞状が手渡されました。

【特選受賞者】（敬称略）

・「みどり川の絵」の部・柴田涼成（白旗小１年・

糸田区）、宮本美遙（白旗小２年・中早川区）、淵

上翔（甲佐小３年・東寒野区）

・「緑川環境美化標語」の部・藤本涼子（甲佐小

４年・緑町区）、橋本瑞希（乙女小５年・上田口

区）、大塚一姫（乙女小６年・上田口区）

・「環境にやさしい知恵袋」の部・緒方美海（甲

佐中３年・緑町区）

　
11
月
11
日
（
金
）
若
草
保
育
園

（
元
村
健
正
園
長
93
人
）
で
「
防
火

も
ち
つ
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
週
間
に
合
わ
せ
て
、
町
消
防
団

（
松
尾
憲
親
団
長
４
８
９
人
）
が
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
あ
る
同
園
で
開
催
。

団
員
と
の
も
ち
つ
き
を
通
し
て
、
消

防
団
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
、
防
火

へ
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
目
的
に
、
本

部
役
員
や
保
護
者
な
ど
も
参
加
し
て

実
施
。
園
児
た
ち
は
大
き
な
掛
け
声

と
と
も
に
き
ね
を
振
り
、
火
災
予
防

を
誓
っ
て
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

　
つ
き
上
が
っ
た
も
ち
は
、
町
内
の

福
祉
施
設
な
ど
に
届
け
、「
火
遊
び

は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」
と
宣
言
し
て

手
渡
し
ま
し
た
。

　10月30日（日）益城町の再春館製薬所駐

車場で、観光物産展「かみましき復興マルシ

ェ」が開催されました。

　上益城地域観光推進協議会が主催。郡内５

町から特産品や旬の農産物、雑貨などの多数

の店舗が出店。本町からも甲佐ブランド「こ

うさんもん」に認定された高田精肉店の「に

らメンコ。」や㈾池田製菓舗の「ボシドラ焼
き」・「井戸江峡万十」、ぱん工房ふうさんの

「ニラでスープ」など７店舗が参加。会場は

特産品などを品定めする来場者でにぎわいま

した。

上益城の特産品が集合
観光物産展「かみましき復興マルシェ」

▲本町の店舗が並ぶ会場で品定めをする来場者たち

緑川を愛する心をはぐくむ
平成28年度緑川環境教育啓発作品表彰式

▲町生涯学習センターで開催された表彰式で、蔵田勇治町教育長から賞
状を手渡される「みどり川の絵」の部特選の柴田涼成くん（糸田区）

▼

町
消
防
団
員
と
も
ち
つ
き
を
楽
し
む
園
児
た
ち

園児が火災予防もちつき
町消防団と若草保育園幼年消防クラブ
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

町
営
住
宅

町建設課　TEL 096‒234‒1183（内線 162）

■ 

町
営
住
宅
立
岩
団
地
の
補
充
入
居

者
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
募
集
住
宅

▼
募
集
期
限

▼
入
居
時
期

▼
入
居
資
格

①

②③④⑤▼
家
賃
月
額

▼
提
出
書
類

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

■
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年

　
金
受
け
取
り
額
を
増
や
せ
ま
す

● 

後
納
制
度
の
申
し
込
み
の
お
問
い
合

わ
せ
先

・
TELTEL

▼
受
付
時
間

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

町営住宅の補充入居者
を募集しています

入居希望者は町建設課へお問い合わせください

国民年金保険料の納め
忘れはありませんか

納め忘れがある場合は保険料の後納制度があります
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Public Relations KOSA
December 20169

男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 223）　

■
夫
婦
で
楽
し
く
真
剣
に
家
庭
の
未

来
を
考
え
る
「
◯
◯
家
作
戦
会
議
」

● 

「
◯
◯
家
作
戦
会
議
」
シ
ー
ト
を
利

用
し
て
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

「男は仕事、女は家庭」の
分担意識はありませんか

家族を幸せにするシート「◯◯家作戦会議」

ご
み
・
し
尿

町環境衛生課　TEL 096‒234‒1169 （内線 252）

年末年始のごみ収集・し尿くみ取り（12月 26 日〔月〕～１月５日〔木〕）
収集地区 収集日 クリーンセンターへの直接持ち込み

年
末

星の川団地、立岩団地、竜野地区
（上早川五区・あゆの里緑川団地
を除く）、乙女地区、白旗地区

12月 26 日（月）
12月 29 日（木）

・通常持込期限　12月 29 日（木）
・通常持込時間　午前９時～午後４時 30分
・持　込　料　　100 円 /10㌔
※個人・事業者の持ち込みできます。
※ 家屋解体に伴う片付けごみは、12 月 28 日
（水）までです。

宮内地区、甲佐地区（星の川団地、
立岩団地を除く）、上早川五区、
あゆの里緑川団地

12月 27 日（火）
12月 30 日（金）

年
始

星の川団地、立岩団地、竜野地区
（上早川五区・あゆの里緑川団地
を除く）、乙女地区、白旗地区

１月５日（木）
から １月４日（水）から通常持ち込み

※家屋解体に伴う片付けごみも、同日から持
ち込みできます。宮内地区、甲佐地区（星の川団地、

立岩団地を除く）、上早川五区、
あゆの里緑川団地

１月６日（金）
から

▲

お問い合わせ先　御船町甲佐町衛生施設組合（クリーンセンター）　TEL 096 ‐ 282 ‐ 0688

収集地区 くみ取り日 備考

年
末

全地区 12月 28 日（水）まで
年末は非常に混み合いますので、早めにし尿くみ取り業者に
お申し込みください。

年
始

全地区 １月４日（水）から 通常受け入れ

▲

お申し込み・お問い合わせ先

・甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部・星の川団地の一部を除く）

　米村衛生社　TEL 096 ‐ 234 ‐ 0308
・宮内地区、甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部、星の川団地の一部）、竜野地区、乙女地区、白旗地区

　甲佐衛生社　TEL 096 ‐ 234 ‐ 1217
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ぼ R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『消えたタンカー』（西村 京太郎著）

井藤 慎くん
〔上早川二区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

この恋の行方は天国か地獄か。

里沢高原スキー場を舞台にした

男女８人の恋の物語。東野圭吾

が「恋愛」という永遠のミステ

リーに真っ向から挑んだ話題作

です。７つの短編集ですが、そ

れぞれの物語がつながっていく

構成でドキドキハラハラ、驚愕の

連続どんでん返しに、たっぷり

と翻弄されます。読み始めたら

一気に引き込まれてしまいます。

実業之日本社

小説

真冬に集う男女８人の恋の運命は
東野 圭吾著 /『恋のゴンドラ』

かわいい絵が魅力のクリスマス絵本
レベッカ・ハリー絵 /『きつねくんのもりのおともだち』

毎日食べたい旬の鍋レシピを厳選
クックパッド㈱ 監修 /『クックパッドのおいしい厳選！鍋レシピ』

料理レシピ投稿・検索サイト

「クックパッド」の245万品以

上のレシピの中から、毎日でも

食べたい定番鍋や一度は食べて

みたい海外や地方の鍋、意外な

組み合わせのアイデア鍋など、

鍋レシピ60品を厳選して紹介

しています。誰でも手軽に美味

しく作ることができて、体の芯

からあたたまる冬の食卓で大活

躍まちがいなしのレシピ集です。

新星出版社

教育・娯楽

北海道の片田舎町工場を舞台に

した誰にも期待されなかったロ

ケット開発が、幾多の困難を乗

り越えて米国の NASA にも注目

される事業となりました。著者

の実体験をもとにした本書には

「あきらめない人がひとりでも

増えれば世の中が少し良くなる

んじゃないか」という強い思い

が込められています。胸に熱い

ものがあふれる感動の作品です。

ディスカヴァー・トゥエンティワン

一般書

夢にチャレンジする勇気がわく本
植松 努著 /『NASA より宇宙に近い町工場』

森のなかまたちは冬支度に大忙

しですが、きつねのハリーくん

は遊んでばかり。なかまたちは

心配してくれますが、ハリーく

んはみんなの言うことを聞きま

せん。とうとう森に雪がふり、

食べ物もなく、後悔するハリー

くんはひとりぼっち。そのとき

空から銀色の箱が落ちてきて…。

クリスマスの読み聞かせにおす

すめの心あたたまる絵本です。

世界文化社

児童書

原因不明のまま捜索が打ち切られたタ
ンカー炎上事件から２週間。その生存
者６人が次々と怪死する事件を追う十
津川警部補シリーズの長編推理小説。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）



Public Hall
町公民館からのお知らせと話題
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

●人権に関するＤＶＤのご紹介

　甲佐町人権教育推進協議会では、

人権啓発に関するＤＶＤを収集・保

管しています。多くの方に人権につ

いての理解を深めていただくために

DVDの貸し出しも行っていますので、

ぜひご覧ください。

『家庭の中の人権～生まれ来る子へ

～』( 視聴時間25分 )

　祖父母と孫夫婦の会話を通じて、

家庭の中にある人権問題を取り上げ

たドラマです。家庭の中で、人権の

尊さについて語り合い伝えていくこ

とはすべての「いのち」を大切にす

ることでもあります。気付くこと、

そして行動することの大切さを描い

た教材です。「イクメンは変ですか」、

「よかれと思って」、「親の介護をす

るのは誰」など私たちの身の回りに

ある人権問題をクローズアップして

います。

　

　各地区や企業などで人権について

学ぶことができるようＤＶＤの貸し

出しも行っていますので、ぜひご利

用ください。

　貸し出しについての詳しいことは、

甲佐町人権教育推進協議会（町教育

委員会内）にお問い合わせください。

　
11
月
３
日
（
木
）
横
田
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
同
区
敬
老
会

に
て
、
出
前
講
座
「
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
牧
田
天
光
さ

ん
（
熊
本
市
中
央
区
）
が
ロ
ー

プ
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
使
っ
た

マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
。
会
場
か
ら

は
、
大
き
な
拍
手
や
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　
特
に
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
を

使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
で
は
、
参
加

者
が
選
ん
だ
カ
ー
ド
を
引
き
当

て
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
、
参
加
者

一
同
に
驚
き
と
感
嘆
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
後
も
同

区
民
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が

開
催
さ
れ
、
１
日
中
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
11
月
17
日
（
木
）
町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
で
、

公
民
館
主
催
講
座
「
シ
ニ
ア
世

代
の
講
座
・
コ
ケ
玉
作
り
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
１
級
フ
ラ
ワ
ー
装
飾

士
の
村
上
光
治
さ
ん
（
下
豊
内

区
）
の
指
導
の
下
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
お
正
月
の
飾
り
に
ぴ
っ
た

り
な
コ
ケ
玉
作
り
に
参
加
者
14

人
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
用
土
を
混
ぜ
て
こ
ね
た
土
に

ね
じ
り
松
、
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ

メ
ン
、
チ
ェ
カ
ー
ベ
リ
ー
を

ポ
ッ
ト
か
ら
外
し
て
用
土
を
貼

り
付
け
丸
く
な
る
よ
う
に
土
台

を
作
製
。
そ
の
後
コ
ケ
を
貼
っ

て
包
み
込
み
、
糸
で
固
め
に
巻

い
て
固
定
し
て
、
参
加
者
の
個

性
が
光
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
コ

ケ
玉
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
自
分
の
作
っ
た

２
個
の
コ
ケ
玉
の
置
く
場
所
や

載
せ
る
器
を
楽
し
そ
う
に
眺
め

ま
し
た
。

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

▼

公
民
館
出
前
講
座
・
横
田
区

「
コ
ケ
玉
作
り
教
室
」

▼

公
民
館
主
催
講
座

▲牧田さんの華麗なマジックを

観覧する横田区民の皆さん

▲講師の村上さんからコケ玉づ

くりのコツを学ぶ受講生

▲

公民館主催講座のお知らせ

 「クッキング教室」

　クリスマスメニューとしてカボ

チャの丸ごとグラタンやカッブシ

フォンケーキづくりに挑戦します。

●日時　

　12月10日（土）午前10時～

●会場

　町総合保健福祉センター

●参加料　300円

●定員　12人

●準備するもの

　エプロン、ハンドミキサー、ボ

ウル２個

「門松つくり」

●日時

　12月20日（火）午前10時～

●会場

　町農業研修センター「ろくじ

館」

●参加料　300円

●定員　10人

●準備するもの

　剪定（せんてい）はさみ

●お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

▲地区や企業などでの人権教育

勉強会にぜひご活用ください

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
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❖
震
災
後
の
こ
こ
ろ
の
動
き

　
多
く
の
人
が
経
験
す
る
こ
こ
ろ
の
動

き
は
、
大
き
く
分
け
て
、
次
の
４
つ
が

あ
り
ま
す
。

①
ぼ
う
ぜ
ん
自
失
期
（
災
害
直
後
）

　
強
い
シ
ョ
ッ
ク
で
ぼ
う
ぜ
ん
自
失
と

な
っ
た
り
、
危
険
を
省
り
み
な
い
行
動

に
出
た
り
す
る
。

②
ハ
ネ
ム
ー
ン
期（
１
週
間
〜
６
か
月
）

　
被
災
者
同
士
が
強
い
連
帯
感
で
結
ば

れ
、助
け
合
い
、被
災
地
が
温
か
い
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
る
。

③
幻
滅
期
（
２
か
月
〜
１
・
２
年
）

　
被
災
者
の
疲
れ
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、

や
り
場
の
な
い
怒
り
か
ら
援
助
の
遅
れ

な
ど
に
対
す
る
不
満
が
噴
出
す
る
。
ト

ラ
ブ
ル
や
心
身
の
不
調
が
現
れ
や
す
く

な
る
。

④
再
建
期
（
そ
の
後
の
数
年
間
）

　
被
災
地
に
日
常
が
戻
り
始
め
、
被
災

者
が
生
活
の
建
て
直
し
へ
向
か
い
始
め

る
。

　
大
き
な
災
害
の
後
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
こ
こ
ろ
は
時
間
と
共
に
変
化
し
、

回
復
へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
、
回
復
ま
で
の
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
ほ
ど
、
よ

り
多
く
の
回
復
の
時
間
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

❖
ス
ト
レ
ス
や
不
安
が
解
消
で
き

　

な
い
ま
ま
生
活
を
す
る
と

①
か
ら
だ
の
不
調

　
眠
れ
な
い
。
食
欲
不
振
。
頭
痛
。
め

ま
い
。
動
悸
（
ど
う
き
）。
下
痢
や
便

秘
な
ど

②
行
動

　
声
を
上
げ
て
笑
わ
な
い
。
人
に
会
う

の
が
面
倒
。
飲
酒
量
が
増
加
。
表
情
が

暗
い
。
涙
も
ろ
く
な
る
な
ど

③
気
持
ち

　
悲
し
さ
や
寂
し
さ
が
強
い
。
イ
ラ
イ

ラ
し
や
す
く
怒
り
や
す
い
。
気
分
が
高

揚
し
て
し
ま
う
。
好
き
な
こ
と
も
や
り

た
く
な
い
な
ど

　
こ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
反
応
で
、

生
活
へ
の
支
障
が
出
て
く
る
場
合
が
あ

り
、
高
齢
者
で
は
物
忘
れ
な
ど
の
認
知

症
状
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

❖
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
る
た
め
に

　
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、

十
分
な
睡
眠
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と

な
ど
が
重
要
で
す
。
　

　
十
分
な
睡
眠
を
取
る
こ
と
は
、
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
を
維
持
す
る
基
本

中
の
基
本
で
す
。
ま
た
、
睡
眠
時
間
の

長
さ
も
重
要
で
す
が
、
質
の
良
い
睡
眠

を
取
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
で
す
。

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
に
は
、
楽
し

い
と
思
う
こ
と
を
や
る
。
笑
う
。
ぬ
る

め
の
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
る
。
腹

式
呼
吸
を
行
う
。
自
然
の
音
を
聞
く
。

な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
の
中
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可

能
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。

❖ 

各
種
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す

　
町
や
国
、
県
で
は
、
よ
り
良
い
生
活

を
送
っ
て
い
く
た
め
の
相
談
を
受
け
付

け
る
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
１
人

で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、
専
門
家
の
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
安
心
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
県
内
の
相
談
窓
口
】

●
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
１
６
６

●
熊
本
い
の
ち
の
電
話

　
TEL
０
９
６
‐
３
５
３
‐
４
３
４
３

●
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
５
‐
６
６
８
８

●
災
害
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
TEL
０
１
２
０
‐
１
１
０
‐
４
３
０

●[

法
テ
ラ
ス]

災
害
専
門
ダ
イ
ヤ
ル

　
TEL
０
１
２
０
‐
０
７
８
‐
３
０
９

【
町
内
の
相
談
窓
口
】

●
法
律
・
人
権
・
行
政
相
談

　
毎
月
第
１
月
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

●
心
配
ご
と
相
談

　
毎
月
第
３
月
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

●
消
費
生
活
相
談
室

　
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

あ
ゆ
み
だ
よ
り

こころ の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

身体の不調や気持ちが落ち込むな

ど、気になっていることはありま

せんか。町や県、国では、さまざ

まな相談を受け付ける窓口を開設

しています。１人で抱え込まずに

まず相談し、こころの健康を保っ

てより良い生活を送りましょう。

今月の「あゆみだより」は

岩永 一寿 社会福祉士 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
12月の子育て支援カレンダー

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（金） 園庭で遊ぼう

５日（月） クリスマスの飾りを作ろう

７日（水） リース作り

９日（金） 体操をしよう

12日（月） 落ち葉拾いに行こう

14日（水） お誕生会（要予約）

16日（金） おやつ作り（サンドウィッチ）

19日（月） ままごと遊び

21日（水） クリスマスパーティー

26日（月） お絵かきをしよう

28日（水） 布絵本を読もう

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

12・１月の保健活動

　　12月15日（木）　午前９時

　　１月19日（木）　午前９時

　　12月15日（木）　午前10時

　　１月19日（木）　午前10時

　　12月９日（金）　午前９時30分

　　12月６日（火）　午後１時

１月27日（金）　午前９時30分

　　12月６日（火）　午後１時20分

　　１月17日（火）　午後１時30分

舛永 海
かい り

琉 くん（１歳）
父・将吾 さん　母・奈々美 さん

（府領区）

毎日ニコニコで家族みんなを

いやしてくれてありがとう♡

甲佐保育園 TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

４日（日） 製作展

14日（水） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

坂田 俊
しゅんや

也 くん（１歳）
母・美奈 さん

（上田口区）

じぃじ、ばぁばだいすき！

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111
●町へのメールでのお問い合
わせ先
甲佐町公式ウェブサイト
「お問い合わせメール
フォーム」
URL http://www.town.kosa.
kumamoto.jp/q/sform
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▼
申
込
受
付
期
間

▼
申
込
受
付
時
間

▼
入
所
基
準

障
害

▼
申
込
書
の
請
求
先

TEL

TELTELTELTELTEL
▼
申
込
書
の
提
出
先

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

doctor

町税などの滞納処分（10月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
保
育
所
入
園
児
の

申
し
込
み
募
集
の
お
知
ら
せ

熊
本
地
震
に
係
る
倒
壊
等
建
物

の
職
権
滅
失
登
記
に
つ
い
て

日 曜 当 番 医

TEL

TEL

TEL

TEL
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

㈱
▼
平
成
28
年
度
寄
附
金
額
合
計

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

TEL

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

11月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

11月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

この案内板は、龍野福祉ふれ

あいセンター前に立っています。

案内板には、「楽しく歩いて発見

しよう上早川の歴史」とあります。

高さ 1.2㍍、横幅２㍍の地図面

には、上早川の 26 か所の文化財

の所在地が示されています。

郡内でも最も古い大峯遺跡や

幸野原遺跡（幸野貝塚）、海幸彦

山幸彦の神話が伝わる海陸大明神

などは、町外の人にも知られてお

り、その他にも興味がわきそうな

ところがいくつもあります。

普段、私たちが何気なく通り

すぎている石造物などちょっと立

ち止まって良く見ると、造った人

の名前や年代、あるいは梵字（ぼ

んじ）が刻まれています。

その由来が詳しく記されてい

るところや古老の話として伝わっ

ているところもあります。

それを後世に伝えていくため

には、何かに記録したり、文章化

したりして残していくことが一番

大事なことだと思っています。そ

れぞれの地域で、地蔵さん祭りや

観音さん祭りなどが続いていま

す。一旦途絶えていた祭りが復活

したところもあります。

上早川区長会では、更に充実

させるために今後の計画もあるよ

うです。ぜひ自分自身の健康のた

めにも歩いて、興味のあるところ

から見て回り、さらに「上早川の

歴史」を刻み続けてほしいと願っ

ています。

甲佐町の文化財探訪　～第 39回～

「上早川地区案内板」 本田荘一 町文化財保護委員（上早川二区）

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　　 TEL 096-234-2447（内線 322）

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

農

地

の

無

断

転

用

は

法

律

違

反

で

す

▲

上
早
川
地
区
案
内
板

年末年始の災害廃棄物仮置場について

TEL
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
保
護
者
の
役
割

▼
地
域
の
役
割

▼
学
校
の
役
割

▼
事
業
者
の
役
割

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

▼
受
験
資
格

▼
願
書
申
し
込
み
方
法

▼
願
書
受
付
期
限

▼
試
験
日

パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の

申

請

は

お

早

め

に

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

職

員

採

用

試

験

を

実

施

ｉ
お
知
ら
せ

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

県
民
み
ん
な
で
取
り
組
も
う

12月４日（日）～10日（土）甲佐町「人権週間」です
informations

■町民集会や法律相談などを開催します

　12月４日（日）～ 10日（土）は、甲佐町「人権週間」
です。
　同週間は憲法で保障する基本的人権の尊重と町民
の人権意識の高揚を図ることを目的に、同実行委員
会、町、町教育委員会が集会やパレードなどを開催
します。そのほか、町内の小中高生の啓発作品を町
生涯学習センター・ホールなどに展示します。
　法律相談では、弁護士が法律にまつわるさまざま
な相談を受け付けますので、ぜひご利用ください。

●町民集会

▲

開催日時
　12 月 10 日（土）午前９時 30分▲

会場
　町生涯学習センター▲

内容
　人権に関する講演会や作文の発表など

●法律相談

▲

開催日時
　12 月５日（月）午前９時～正午▲

会場
　町民センター

▲

お問い合わせ先
　町民センター　 TEL 096-234-2459

▲

昨
年
の
町
民
集
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
で
の
な
ご
み
太
鼓
の
演
奏
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▼
試
験
会
場

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TELジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
内
容

利
用
時
間

会
場

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
応
募
資
格

▼
願
書
受
け
付
け
期
間

▼
出
願
必
要
書
類

▼
試
験
期
日

▼
就
業
年
限

▼
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
車
上
狙
い
に
遭
い
や
す
い
車

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

ｒ
募
集

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

平

成

29

年

生

徒

の

募

集

ｃ
く
ら
し
安
全

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
や

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

12月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

●卓球

●サッカー教室

●バスケットボール教室

●ジュニアバスケット教室

■お問い合わせ先

TEL

　 　

　東京の劇団「前進座」が、歌
舞伎公演で九州を巡演中12月
７日（水）に甲佐町に立ち寄り
ます。歌舞伎を観たことがない
人でも、その魅力に触れていた
だけるようワークショップを開
催します。歌舞伎の成り立ちや
所作を分かりやすく解説し、体
験してもらいます。
　熊本地震で被災された皆様に
文化の面で支援できないかとの
思いで実施します。多くのご来
場をお待ちしています。
日時
　12月７日（水）午後１時～午
後２時
会場
　町生涯学習センター・ホール

　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447( 内線321)

劇団「前進座」歌舞伎公開
稽古を観覧しませんか

就

職

を

希

望

す

る

人

の

お

手

伝

い

を

し

ま

す

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～12月～
 Event

▼期間　12月４日（日）～10日（土）

▼内容　習字や硬筆作品および松橋西支援学
　　　　校生徒の作品展示

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447( 内線321)
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

他
所
事
で
な
か
っ
た
地
震
わ
が
町
も
損
壊
・
倒
壊
せ

し
家
屋
あ
り 

内
田
乃
武
子

解
体
と
な
り
し
家
屋
の
思
い
出
が
い
ろ
い
ろ
浮
か
び

涙
あ
ふ
る
る 

吉
永
由
紀
子

鈴
生
り
の
柿
も
彩
づ
き
秋
深
み
熟
れ
た
実
を
喰
む
鳥

ら
群
れ
お
り 

池
田
キ
ヨ
子

甘
き
香
に
誘
わ
れ
仰
ぐ
大
木
の
金
木
犀
は
季
を
華
や

ぐ 

塚
本　

俊
子

久
し
振
り
秋
晴
れ
と
な
り
干
し
物
を
や
り
た
い
け
れ

ど
汚
染
ち
り
降
る 

上
村
や
す
美

日
陰
よ
り
日
向
選
び
て
草
む
し
る
出
て
来
る
虫
を
温

き
に
放
ち 

赤
星　

延
子

ま
た
ひ
と
り
身
内
を
亡
く
し
人
故
の
生
老
病
死
の
悲

喜
を
思
え
り 

緒
方　

明
美

渡
り
鳥
電
線
に
乗
り
勢
揃
い
何
を
語
る
か
チ
ッ
チ
チ

チ
ッ
チ 

赤
星　

文
子

惚
け
か
け
た
吾
を
頼
り
に
す
る
夫
を
愛
し
く
も
あ
り

寂
し
く
も
あ
り 

塚
原　

暁
益

母
葬
る
友
は
天
寿
と
語
り
て
も
白
き
ハ
ン
カ
チ
千
千

に
ふ
る
え
り 

上
村　

か
ず

秋
風
に
道
の
落
ち
葉
の
吹
か
れ
ゆ
く
朽
ち
果
つ
も
の

ら
寄
り
添
う
ご
と
く 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
雑
音
」

雑
音
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
替
え
聞
き
流
す 

古
閑
チ
ヨ
ミ

雑
音
は
聞
か
ず
静
か
に
秋
く
れ
る 

　

布
田　

愛
子

雑
音
に
耳
を
疑
い
聞
き
直
す 

　

安
浪　

ア
キ

花
束
か
ら
ざ
わ
ざ
わ
雑
音
が
漏
れ
る 　

清
川
み
ど
り

　
　
　

「
酒
」

付
か
ず
離
れ
ず
酒
は
私
の
無
二
の
友 

林　
　

雅
之

酒
飲
ん
で
世
間
の
辛
さ
吹
き
飛
ば
し 

日
隈　

俊
郎

ひ
と
り
者
久
し
振
り
な
る
酒
う
ま
し 

森
田
千
鶴
子

晩
酌
の
酒
で
な
だ
め
る
自
尊
心 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

雪
化
粧　

熊
本
城
も
蘇
る 

広
田
み
ど
り

雪
化
粧　

テ
レ
ビ
で
見
と
る
方
が
良
か 

下
山　

千
恵

雪
化
粧　

無
け
れ
ば
富
士
も
た
だ
の
山 

志
垣　
　

光

雪
化
粧　

眺
め
は
良
い
が
泣
か
せ
ら
れ 

佐
藤　
　

葵

雪
化
粧　

む
ご
う
豚
汁
喜
ば
れ 

布
田
か
ん
な

雪
化
粧　

雪
見
障
子
で
雪
見
酒 

平
井
や
よ
い

雪
化
粧　

ふ
も
と
の
里
は
肌
寒
さ 

長
原　

産
賀

雪
化
粧　

墨
絵
に
画
い
て
保
存
版 

佐
野
し
ょ
う

雪
化
粧　

汗
掻
き
ァ
待
っ
と
っ
た
ば
い 

光
永　
　

六

雪
化
粧　

足
跡
残
し
帰
る
人 

井
元
あ
ざ
み

雪
化
粧　

炬
燵
で
足
が
喧
嘩
す
る 

日
高　

美
里

雪
化
粧　

枯
木
が
見
事
生
き
返
り 

上
田　

梅
清

雪
化
粧　

ゲ
レ
ン
デ
は
僕
待
っ
と
ろ
う 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

師
走 

〜

11月６日（日）産業文化祭での消火器体験

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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熊
本
地
震
か
ら
約
７
か
月
が
経
過

し
道
路
や
河
川
の
復
旧
が
進
み
、
だ

ん
だ
ん
と
地
震
前
の
生
活
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
家
屋
や
更
地
が

多
く
な
っ
た
集
落
を
見
る
と
、
発
災

時
の
恐
ろ
し
い
体
験
が
よ
み
が
え
っ

て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
月
号
の
「
あ
ゆ
み
だ
よ
り
」
の

テ
ー
マ
は
、「
震
災
後
の
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
」。
ス
ト
レ
ス
や
不
安
は
こ
こ

ろ
を
む
し
ば
む
だ
け
で
な
く
、
健
康

状
態
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
人
の
健
康
状
態

に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
調
子
が

悪
く
て
も
自
分
か
ら
な
か
な
か
言
い

出
せ
な
か
っ
た
り
、
相
談
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、

身
近
な
人
の
存
在
や
手
助
け
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
家
族
や
地
域

の
人
な
ど
と
助
け
合
い
な
が
ら
安
心

し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。（
み
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

豊　内　大野　里
り な

奈　女　兼　司

緑　町　伊佐　娃
あい

花
か

　女　　翼　

上早川　工藤　　薫
かおる

　男　恵　介

船　津　山田　大
たかひろ

紘　男　暉　竜

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,184 １

女 5,816 △７

計 11,000 △６

世帯数 4,312 ２

平成28年10月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

10月10日（月）～11月10日（木）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①鶏むね肉は、刺身のように７

～８㍉のそぎ切りにしてＡで
下味を付けて10分程度待ち

ましょう。

②カブは、皮をむいて４～８等
分に切ります。

③鍋にＢを入れ煮立たせたら、

カブを加え柔らかくなるまで

約５～６分程フタをして煮ま
す。

④肉に薄く片栗粉をまぶし、余

分な粉を落として１枚ずつ③

に入れていきます。じっくり

弱火で煮て火を通すことが大

事です。

⑤煮汁にとろみがついてきたら

カブの葉を加えて煮上げます。

※カブは、根も葉もすべて食べ

ることができます。葉にも

ぎっしり栄養が詰まっている

ので、ぜひ捨てずに調理して

食べましょう。

　　春の七草のスズナとしても

知られるカブは、古く江戸時代

から食べられていたそうです。

　とても栄養価の高いカブは、

胃もたれや胸やけを抑えたり抵

抗力を高めたりするビタミンＡ

が多く含まれ、身体の調子を整

えてくれます。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

カブの治部煮

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　船　津　稲葉　　司

　　妻　熊本市　松本　明美

　　夫　熊本市　梅田　秀昭

　　妻　豊　内　坂本　　蛍

　　夫　船　津　松本　直樹

　　妻　糸　田　守田みゆき

材料（４人分）

カブ …………………………２個
（あればカブの葉……………少し）
鶏むね肉 ……………………２枚
酒 …………………大さじ１
しょうゆ …………大さじ１
片栗粉 ……………大さじ２
水 …………………２カッブ
だしの素 …………小さじ１
酒 …………………大さじ２
みりん ……………大さじ２
しょうゆ …………大さじ３

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

津志田　山本　靖男　72　明　子

糸　田　松野　保博　88　誉　弘

小　鹿　大久保德夫　82　満　子

仁田子　大西　三郎　77　貞　子

東寒野　北岡　久子　93　久　子

糸　田　大塚　　勲　95　八さ子

田　口　梅本　久子　93　博　之

豊　内　大瀧　公一　70　奈美枝

安　平　伊豆野英紀　76　トクノ

府　領　塚本アヤ子　101　アヤ子

豊　内　嶋津　眞一　77　幸　子

早　川　野口ツユ子　83　清　春

早　川　濵田マスヱ　92　マスヱ

中横田　松並　保美　65　保　美

［

［

｝
Ａ｝
Ｂ



　

熊
本
地
震
や
九
州
豪
雨
に
よ
っ

て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
本
町
で

は
、
迅
速
な
復
旧
・
復
興
を
目
指

し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
と

き
に
宮
城
県
東
松
島
市
へ
町
職
員

を
派
遣
し
た
本
町
で
は
、
震
災
か

ら
の
本
格
的
な
復
興
に
向
け
た
事

業
の
推
進
に
必
要
な
職
員
を
確
保

す
る
た
め
に
、
震
災
発
生
以
降
、

他
県
や
国
な
ど
約
30
団
体
か
ら
の

職
員
派
遣
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

11
月
末
現
在
で
は
、
税
務
課
の

俵
積
田
章
展
さ
ん
（
鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
）、
産
業
振
興
課
の
桑
木

和
人
さ
ん
（
宮
崎
県
え
び
の
市
）、

建
設
課
の
松
山
昌
樹
さ
ん
（
鹿
児

島
県
伊
佐
市
）
の
ほ
か
４
人
が
町

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
震
災
対
応

業
務
や
通
常
業
務
補
助
に
あ
た
り
、

本
町
の
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
て

い
る
。

　

「
暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
働
き
た
く
て
、
自
治
体
職

員
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
の

は
俵
積
田
さ
ん
。「
震
災
発
生
時

の
様
子
を
映
像
で
見
た
と
き
は
、

現
実
味
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
思
い
、
職
員
派
遣
に

手
を
上
げ
ま
し
た
」
と
、
本
町
で

働
く
決
意
を
語
る
。

　

「
知
ら
な
い
土
地
で
の
慣
れ
な

い
業
務
に
苦
労
す
る
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
あ
い
さ
つ
が
元
気
で
気

持
ち
が
い
い
し
、
自
然
が
い
っ
ぱ

い
で
良
い
町
で
す
」
と
住
民
の
優

し
さ
に
触
れ
る
と
い
う
松
山
さ
ん
。

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
キ
ャ
ン
プ

に
よ
く
行
く
の
で
、
早
く
甲
佐
町

の
道
路
の
復
旧
を
し
て
、
皆
さ
ん

が
生
活
で
も
観
光
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
笑
み

を
見
せ
る
。

　

「
甲
佐
は
、
え
び
の
市
と
似
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
若
い
人
が

元
気
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
」
と
話
す

桑
木
さ
ん
は
、「
職
場
の
雰
囲
気

も
良
く
て
、
勉
強
熱
心
な
町
職
員

の
皆
さ
ん
に
は
感
心
し
て
い
ま
す
。

自
分
も
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験

や
知
識
を
活
か
し
て
、
甲
佐
町
の

１
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
目

指
し
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　

本
町
は
、
他
団
体
か
ら
の
強
力

な
支
援
を
受
け
、
町
民
み
ん
な
の

力
を
合
わ
せ
て
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
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こうさ広 報

全
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
て

迅
速
な
本
町
の
復
旧
・
復
興
を

Kosa
Style
こうさ スタイル

桑木 和人さん
Kuwaki Kazuto

〔町建設課　鹿児島県伊佐市〕

俵積田 章展さん
Tawaratsumida Akihiro

松山 昌樹さん
Matsuyama Masaki

〔町産業振興課　宮崎県えびの市〕

〔町税務課　鹿児島県鹿児島市〕


